























This method of teaching Japanese literature, however, also narrows students・






















































































































































年 出版社 教科書タイトル 単 元 名
昭和50（1975） 光村図書 中等新国語2 表現の効果 深く味わって読む
昭和53（1978） 日本書籍 中学国語1 詩を味わう
昭和53（1978） 光村図書 中等新国語2 文学の鑑賞表現を味わい，主題について考える
昭和56（1981） 光村図書 国語2 文学と人生文章の展開を考え，主題をとらえる
昭和59（1984） 光村図書 国語2 文学と人生文章の展開を考え，主題をとらえる
昭和62（1987） 光村図書 国語2 文学と表現 表現の特色を味わい，人間の生き方について考える
平成2（1990） 光村図書 国語2 人間の真実 表現の特徴に注意して，主題をとらえる




























































































































































































































































































































































































































学生 問① 問② 問③ 問③の読み取り
い ○ ○
☆ ろ ○ ○ ○ ◎
は ○
☆ に ○ ○ ○ ×
☆ ほ ○ ○ ○ ◎
☆ へ ○ ○ ○ ◎
☆ と ○ ○ ○ ×
ち ○
り ○
☆ ぬ ○ ○ ○ ×
る ○ ○
を ○
☆ わ ○ ○ ○ ◎
か ○ ○
☆ よ ○ ○ ○ ×
☆ た ○ ○ ○ ◎













☆ ま ○ ○ ○ ◎
☆ け ○ ○ ○ ◎
☆ ふ ○ ○ ○ ◎
☆ こ ○ ○ ○ ◎
え ○

























































































































































12 本論考における PISA型読解力とは，OECD（経済開発協力機構）「生徒の学習到達度調査」（PISA ピザ:
ProgrammeforInternationalStudentAssessment）における調査分野（読解力，数学的リテラシー，科学的
リテラシー，問題解決）のうち 読解力の調査ではかられる能力を想定している。
「生徒の学習到達度調査」（PISA）は，参加国が共同して国際的に開発した15歳児を対象とする学習到達度問題
を実施するものであり，2000年に最初の本調査が行われ，以後3年ごとのサイクルで，2000年調査では読解力，
2003年調査では数学的リテラシー，2006年調査では科学的リテラシー，2009年調査では再び読解力を調査の中心
分野として実施された。日本においては，読解力についての国際比較の順位が2000年調査時の8位から，2003年
時に14位，2006年時に15位となったことから，「読解力の低下」が叫ばれるとともに，日本の学校教育でいわれ
る教科国語科における読解力とは趣が異なる PISA型読解力の養成が急務とされるようになっている。
参考文献（本文中脚注に示したものを除く）
単行本
・中村紀久二監修『文部省学習指導書 第2巻 国語編
（1）』大空社 1991
・中村紀久二監修『文部省学習指導書 第3巻 国語編
（2）』大空社 1991
・国立教育研究所内 戦後教育改革資料研究会編『文部
省学習指導要領2 国語科編（1）』日本図書センター
1980
・『小学校学習指導要領解説 国語編』東洋館出版社
2009
・飛田多喜雄『国語教育方法論史』明治図書 1965
・永野賢『感動中心の文学教育批判』明治図書 1998
・西郷竹彦浜本純逸足立悦男編『文学教育基本論文
集（3）』明治図書 1988
・西郷竹彦浜本純逸足立悦男編『文学教育基本論文
集（4）』明治図書 1988
・田近洵一『増補版戦後国語教育問題史』大修館書店
1999
・時枝誠記『時枝誠記国語教育論集Ⅱ』明治図書 1984
・丹藤博文『教室の中の読者たち』学芸図書 1995
・田中実須貝千里編著『「これからの文学教育」のゆく
え』右文書院 2005
・国立教育政策研究所監訳『PISA2003年調査評価の枠
組み OECD生徒の学習到達度調査』ぎょうせい
2004
逐次刊行物
・「初等教育資料」昭和25～平成20
・日本国語教育学会「月刊国語教育研究」413号 2006
9（特集 文学の授業比べ読み重ね読み）
○本論考は青山学院大学大学院に提出した2008年度修
士論文の一部を改稿したものです。
（ひらの あきこ 初等教育学科）
―109―
